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一番重要なこと（ヨハネ20:30-31）
　今日、お読みしました聖書の箇所は、単純な結論ではなく、旧約のすべての歴史、すべての聖書、そして、マタイの福音書からヨハネの福音書のすべての内容の総合であり結論に当たるものです。それほどとても大切な重要な内容であるという意味でしょう。

その人にとって、何が一番重要なのかということは、その人の人生を左右するようになります。12/14は衆議院選挙が行われるそうです。各政党がいろいろな争点を取り上げて、自分の政党に票を入れるよう訴えています。もちろん、何を争点にすれば一番人気を得られるのか計算でやると思いますが、表面的には各政党が争点に取り上げたものがその政党にとって一番重要なテーマであるからそうするでしょう。また、そうだと訴えていることだと思います。その争点が何かによって、その政党のこれからの方向、カラーなどが決まるものではないでしょうか。
昨日、レムナントデーのインターンシップがありました。韓国から野村証券に勤めている上のランクの人が来てお話をいろいろしました。お金というのはいったい何なのかという話でしたが、そこで韓国のいろいろな事件、ニュースを紹介して、お金にまつわる様々な事件を紹介しながら、日本ではどうですかと質問しました。誰もそれに対して返事をすることはありませんでしたが、私はそれを聞きながら日本も同じだと思いました。毎日、耳にするのがそのような話ばかりです。保険金目的で親も殺したり、あるいは最初からその目的で詐欺の結婚をしたり、そんなニュースばかりだと心からそう思いました。というのは、いろいろな事情があるのでしょうが、お金というものが、あるいは今、生活をしていくこと、時には富によってもたらされる何かがその人にとって一番重要なものだったので、その目的のために手段を選ばずにいろいろなことをやってしまったということではないでしょうか。何が一番重要なのかによって、その人の選択や価値観などがすべて決まるようになるし、その結果、人生そのものが左右されるようになるということは言うまでもないと思います。ですから、とても大切なのはその人が何を一番重要だと、大事だと思っているのか。そして、それはその人の主観によってこれだ、あれだと思うがゆえの問題ではありません。本当にまことに重要なのかどうかでしょう。だから、人生において一番大切なのは何が本当に重要なのかを正しく知ることです。本当に重要ではないのに、自分勝手に重要だと思い込むというのはその人の勝手でしょうが人生、失敗するようになります。ですから、今日、礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さんは、何が人生において一番重要なのかを正しく教えられたいと願います。
今現在、今まで何が一番重要だと思っていたでしょうか。家族の平和でしょうか。あるいは、健康だったでしょうか。あるいは、子どもの成長だったでしょうか。ときには、ペットの健康が今現在は一番重要だという芸能人もいましたが、何だったでしょうか。人に認められることでしょうか。逆に、人にばかにされて無視されるから、もう生きる意欲を失ったりする場合もあります。また、重要なことが思いどおりにうまくいかないときには命を絶ってしまう場合もあります。皆さんにとって何が一番重要でしょうか。それは本当に重要なものなのでしょうか。正しいのでしょうか。そのような質問をもって聖書のお話を聞きたいと願います。人生において一番重要なことを正しく理解するためには、ただ主観的に思い込むのではなくて、誰かに言われるからではなくて、聖書が私たちに教えている人間という存在がどんな存在なのかを正しく知ることによって、何が人間にとって一番重要なのかが理解できるようになります。人間とはどんな存在なのでしょうか。皆さんは人をどのように思っていらっしゃるのでしょうか。学校で猿から進化して今の高等動物になったと教えられてきたでしょう。もし人間のことをそのように思っていると、何を食べるか、なにを着るかが一番重要かもしれません。しかし、人間はそのような存在ではありません。そこから皆、ピントが外れるようになったわけです。創世記1：27には、人間は他の被造物とは違って、最初から尊い魂のある霊的な存在として作られ他とあります。それを神のかたちと言います。人は単なる動物の一種ではありません。神のかたちであり、神様と交わることができる存在であり、その神の栄光を世に、地球に現すことができる唯一の存在、選ばれている存在です。それが人間というものです。
ですから、人間にとって一番大切なのは、創造主であるその神様を知り、神様を信じる信仰であり、その神様とともに過ごす、神様とともにいるということが一番大切なのです。もし、そこに穴が開いてしまうと、そのあとのすべては形はどうであれ全部崩れるようになります。人間がどんな存在なのかを正しく知ることによって、何が一番重要なのか、創造主のまことの神様と出会い、その神様と一緒になって神のいのちに預かり、神様と神様の祝福を受けること、それより重要なことはありません。それでイエス様もマタイの福音書においてこのようにおっしゃっています。サタンに誘惑され試みられるときに、「この石をパンにして食べなさい」と言われたときに、イエス様がこのようにおっしゃいました。人はパンだけで生きるものではない。神の口から出るひとつひとつのことばによって生きるものなのだ。何が人間にとって重要なのか。必要なこと、大事なことはたくさんあります。そういたすべてのものと比べることができない、次元がまったく違う、最も重要なのは神の口から出るひとつひとつのことば、神様ご自身です。まことの創造主、神様を抜きにして、人間という存在は、また人生そのものは成り立つことはできません。

哲学者のパスカルという人も言いました。この人がすべてが分かったとは思いませんが、聖書に基づいて物事を深く考えていた人です。人間の心には大きな穴が開いていて、創造主の神以外には埋めることができない。他にどんなすばらしいものをそこに入れたとしても、のどが渇いているときに塩水を飲むのと同じことなのだと言いました。人間が神のかたちであるがゆえに、人生において一番重要なのは、まことの創造主である神様と出会い、その神様とともにおられること、神様の祝福に預かることです。
ダビデの息子であり、聖書の歴史の中ではその映画を一番極めていたソロモンという人がいました。ソロモンは奥さんだけでも何千人もいました。そして、富と繁栄などがあまりにもすごかったので、周りの国々がそれを拝見するために、少しでも学ぶためにソロモンの方に集まってくるほど、ソロモンはその栄華を極めていた人生を送っていた者です。ビル・ゲイツでもそこまでがいってなかったと思います。ソロモンは富も権力もすべてを手に入れた者です。そのソロモンが晩年にこのように告白しています。あなたがたは青年のときに、年をとって人生が終わり頃になる前に、若い頃に創造主の神様のことをしっかり覚えなさいと。富でもない。権力でもない。女の人でもない。家庭でもない。健康でもない。人生において一番重要なのは、創造主の神ご自身であり、その神様との関係であり、その神様のことをしっかりと見上げなさいと、ソロモンがそのように勧め告白しました。
人間は神のかたちに作られたものです。私たちは生まれながらそのことをまったく知らずに今まで生きてきたので、そうではないという思いが私たちには刻まれているかもしれません。神様の恵みによって私たちはクリスチャンになりました。やっとこのお話が聞ける状態につくり変えられている者です。それを感謝しながら、神様のお話し、みことばをぜひ聞いてください。皆さんひとりひとりは神のかたちです。何が一番重要なのでしょうか。そのことを覚えていてください。

それから、もう一つ、そのようにつくられた人間が、今現在、滅びの状態に置かれているということを知っていれば、何が一番重要なのかがわかるようになります。そのようにすばらしい祝福の存在として作られた人間ですが、その人間が今現在、滅びの状態なのです。なぜなのでしょうか。聖書ではこのように言われています。すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず。罪によって、この神のかたちがすべて壊れ、つまり、神様がともにおられる祝福がすべて壊れて、神様が人間から離れてしまって、人間が神を失う結果となりました。もう二度と神様と出会うことができない霊的な状態、それが死んでいる状態と言われますが、そのような状態になってしまったというのが罪です。その結果、なぜ滅びの状態なのかというと、祝福のいのちが断たれてしまったので。水が流れているうちはどんどん新しい水が入って来るので水が浄化されきれいな状態を保ちます。しかし、流れが断たれてしまうと水が溜まりだんだん腐っていってだめな水になってしまいます。同じように、神様の位置の祝福から絶たれてしまった人間は滅びの状態になるしかありません。その結果、ヨハネの福音書8：44でイエス様がおっしゃっているように、あなたがたはあなたがたの父、悪魔から出たものである、このような状態なので滅びるしかありません。文化がどう変わろうが、勉強をどんなに極めようがそういうことと全く関係なく滅びるしかありません。それで人間というものは、エペソ2：3に書いてあるように、生まれつき神の御怒りを受けるべき状態として生まれて人生を生きるようになります。私たちは外見を見ると、善良な人、ものすごく悪い人間、犯罪者、繁栄している国、貧しい国と、外見はいろいろ異なって見えるかもしれません。しかし、そのようなことと一切関係なく、すべての人は滅びる状態です。今朝の交読文の中にもありますように、滅びるのではなく、もうすでに滅びている滅びの状態です。そこから人間の力で、他の何かの方法では一歩も抜け出すことができない状態です。

聖書はこのように宣言しています。ローマ3：10を見ると、義人はいない、ひとりもいないと言っています。私たちの基準では、これはいいこと、あれは悪いこと、いろいろ言うかもしれません。それにだいぶ慣れているでしょう。しかし、聖書には、良い行い、善良なことをする人間は一人も存在しない、皆が滅びの状態だと書いてあります。聖書が言っているのは、やることなすことすべてが内側から出るものはすべて悪に満ちているものなのだと宣言しています。中々、そのように認めたくないでしょう。それを認めたくないその気持ちそのものが罪です。人は可能性がありません。滅びの状態です。それも知らないで一生懸命勉強して東大に合格すればよい人生になるだろうと思っているでしょう。滅びの状態です。博士の学位を持っていたニコデモも滅びの状態です。ヘミングウェイのように世界のすべてを手に入れた者も滅びの状態です。そこから抜け出すことはできません。皆が勘違いの渦の中で生きているのです。実はそうではありません。クリスチャンの私たちは勘違いしてはいけません。子どもの教育のためにも、子どものために祈るときにも、全く内容が変わって来るのではないでしょうか。人は滅びの状態です。何回も申し上げましたように、聖書は実はその話しかしていません。創世記４章のカインを見て、滅びの状態から宗教の努力と熱心によってもそこから抜け出すことができない。創世記６章のノアの時代、経済の豊かさ、繁栄などがあっても、生活は便利になるかもしれませんが、滅びの状態から抜け出すことはできません。バベル塔のお話しから私たちが読み取れるように、文明や知識が発展し人間がものすごく賢くなるとしても、そのことによってあらゆることが変化するかもしれません。それにもかかわらず、それで滅びの状態から抜け出すことはできないというのが聖書の教えではないでしょうか。だから、人々は文笑みが発展するかしないか、豊かなのか貧しいのか関係なく、必ず、偽物の神、偶像に走るしかありません。それが滅びの状態だという一番のお証しです。自分なりにはいろいろな意味合い、意義を持って、何かを拝んでお辞儀をしているかもしれません。しかし、まことの創造の神様はそこにはいらっしゃいません。それはすべて偽物の神です。なぜそうするのでしょか。滅びの状態なので。
その結果、人生そのものは歩かないか関係なく、不安な人生を生きるしかないし、何かに捕らわれて奴隷になるしかありません。また、何かに制せられて圧倒されて重い何かが私を押し付けられ制せられて生きる人生になるしかないし、人生そのものの穴がぽっかりと空いているような人生になるしかありません。最終的には壊れてちぎれて崩れていく人生でしょう。個人的にも家庭においても社会においてもあらゆる分野において。なぜでしょうか。文明が発展しているにもかかわらず滅びの状態だからです。皆さん、政治が変わっても滅びの状態に変わりはありません。経済回復できて、景気回復がどれほどうまく進んでいくとしても、滅びの状態が改善されることなどはありません。ノーベル賞がこれからもものすごい研究によって人類にいろいろな貢献があるとしても、ありがたいですが滅びの状態を打破することにはなりません。人々はどうにもならない、あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出たものであると言われる滅びの状態、生まれつき神の御怒りを受けるべき子らとして生まれる状態に、今閉じ込められています。その中であなたが偉い、私が偉いと喧嘩をしたりしているのです。お互いさまなのに知らないからそうしています。昔も今も実は同じです。形が外見がどう変わろうが、人は滅びの状態に縛られているということ、そこから一歩も出られないということが分かっていれば、人生において何が一番重要なのかが分かるようになるのではないでしょうか。
人生において一番重要なのは、創造主の神様と出会い、その神様のいのちの祝福に預かることであり、それを救いと言います。そして、そのためにどうにもならない滅びの状態を打ち破って、そこから解放され滅びの人生と縁を切ること、それが何より大事です。それを救いと言います。ですから、本当に分かっている人であれば、人生において一番重要なのは、親の愛情ではありません。学校の教育改善でもありません。人生において最も重要なのは、救われることです。このように教えお話をしているところは、地球上、教会しかありません。残念ながら、今は99.9％のキリスト教会でもこのお話をしないことにしました。しかし、聖書ではそのお話をしています。皆さん、何かを難しくややこしく思わないでください。ものすごくシンプルで明確です。それが正しく聞こえるかどうかの神様の恵みにあるものであって、話はややこしい話ではありません。何が一番重要でしょうか。皆さん、ひとりひとりにとって、皆さんの人生において、牧師の人生ではなく自分の人生において、何が一番重要でしょうか。子どもでしょうか。子どもが成功することでしょうか。まだ、人間が神のかたちであることを心から心底、認めていないのではないでしょうか。人間は動物が進化して、動物より優れた動物というような感覚ではないでしょうか。そうすると、食べる者が多くて豪華であれば、着るもののブランドの値段が高くなればそれでよいとなります。それは動物的な感覚ではないでしょうか。人間は霊的な存在です。そのようなことで価値が決まるような存在ではありません。もしかして子どもが出世することが一番大事なのでしょうか。旦那さんの健康が一番大事なのでしょうか。そこに信仰の内容があるかどうか関係なく、家庭の平和が一番大事なのでしょうか。そうすると、今現在、滅びの状態だということを心底、認めていないからではないでしょうか。なんでもかんでもうまくいけばよいのでしょうか。私はつくづく考えさせられます。聖書を見れば見るほど、今、申し上げました内容と逆の話ばかりです。そういう意味では、逆にうまくいかない方が幸せではないのか、病気にかかったほうが、社会の下っ端をくぐる方が、いじめられた方が、社会から疎外された方が良かったのではないか、そちらの方が逆に幸いではないのかと訴えているように聞こえます。本当に重要なのが救いなのでしょうか。救いはお腹がすいているものが満腹に食べることではありません。どうにもならない滅びの状態から引き上げられて、縁が完璧に切れて、もう二度とその不幸な滅びの運命の人生に戻ることがないように自由になることが救いです。と同時に、魂のある私たちがまことの創造主の神様と出会って、その神のいのちに預かること、その神様が私たちの内側に永遠に宿って神様とワンネスになること、それを救いと言います。それより重要なことはありません。
私は、胎児、乳児、嬰児のときから、とても大切だと思います。その親の方々は、今ものすごく重要な責任があると思います。そのときから、それを植え付けないと、それを見せてあげないと、保育園、学校に行きますと、すぐさま重要なものは別のもの、人に迷惑をかけないことが人生において一番重要なものとして教え込まれるようになります。もちろん、迷惑を変えてはいけないでしょう。それは常識です。しかし、救いのためにもしかして迷惑をかける方が救いのためであれば、迷わずに迷惑をかけるでしょう。ルールを破るのが救いのためであれば、少しも迷わずに喜んでルールを破る者ではないでしょうか。それをクリスチャンと言います。今日からルールを破りましょうというキャンペーンではありません。それほど深刻なのです。皆さんが神様の恵みによってクリスチャンになっているにもかかわらず、なぜ神の力と祝福の答えが中々、見られないし、いつになっても困難な状態がずっと続くのかというと、この部分が実際には変わっていないからです。何が一番重要なでしょうか。それは何のために笑って、何のために泣いて、何に生き甲斐を感じていらっしゃるのでしょうか。特に、この日本の社会、私が心配するべきことではありません。けれども、若者には何を生きがいに生きるべきなのかが昔と比べると、昔は正しかったのかというとそうでもないですが、今はそれすら、間違っている目標すら見つけることができない状態です。何が一番重要でしょうか。どこで生き甲斐意を見出せて、また感じるようになるのでしょうか。何のゆえに皆さん人生をかけて、すべてを注ぎ込んで、自分の人生を燃やすことができるのでしょうか。そういったものを見つけたのでしょうか。それは一体、何だったのでしょうか。それでよいでしょうか。それは一つしかありません。救いです。救いのために、私は生き甲斐を感じ、救いのために自分の若さ、すべての情熱を燃やすようになるのが人生です。それが分かったのです。先ほども申し上げましたように、主観的に「私はこれが一番重要だと思います」と思い込む、例えば、子どものときに家庭環境がものすごくぐちゃぐちゃだった人間は、ものすごく平和な家庭環境が一番重要であるかのように思い込むようになります。そこにだまされないようにしましょう。

客観的に、人生においてだれであれ一番重要なのは救いです。それは神様が最初からの約束でした。創世記3：15から、人間の救いのためにキリストを送ると約束されました。救いの方法は他にないので。それでこの救いがどれほど重要だったのか。神様にとっても重要なテーマです。それで神様はこの救いの道であり鍵であるキリストが来られるために、すべての歴史を全部動かされました。ときには、一時代の人類を全部洪水によって滅ぼしてまで、キリストが来られる道を確保しました。それほど救いが大切なのです。そのことに目覚めていただきたいと思います。すべての歴史は、たまたま偶然によって、また歴史家が語っている理由によって動いているかのように思うかもしれません。まったく違います。神様がキリストが来られることのために。なぜでしょうか。キリストでなければ救いは得られないわけですから、それがどれほど大切だったのか、歴史をそのためにすべて動かして、ときには人を滅ぼすこともあったのです。その救いの道であるキリストが実際に来られました。十字架にかけられて、よみがえられました。イエス様がそのキリストです。だから、イエスがキリストです。それで一番、重要な人間の救い、まことの創造主の神様と一緒になり、すべての滅びの運命の人生、不幸な人生から完璧に自由になる救いは、イエスをキリストとして知り信じることです。だれでもイエスの御名を呼ぶ者は、信じる者は救われます。あなたがたは神の恵みのゆえに信仰によって救われます。何も要求しないで、ただキリストである救いの唯一の希望であるイエスを信じることによって救われます。ですから、まとめますと人生において、今地球において、今の時代において、皆さんひとりひとりにとって一番重要なのはイエスがキリストだということを知り、そのイエスを信じる信仰です。それより重要なことはありません。神様はこれより重要なことはないので、今まで皆さんの人生をこの一番重要なことにたどり着くことのために導いていらっしゃいました。これがとても重要なので、イエスに飢え渇き、イエスを正しく知り、イエスをキリストと信じてもらうために。たとえ長年、教会に通っていても、イエスがキリストだと気づかないことが多いので、教会に通っている人でも様々な災い、苦難、いろいろな問題、トラブルを許されるのです。ある家庭は偶像崇拝は滅びの状態だということを教えるために、悪霊に取りつかれる人間を許されることによって、一番大事な重要な救いを得させようとしていたのです。人間的な表現で申し上げると、救いより重要なものはないので、この救いを得させるために神様は何事でもなさる方です。今までの皆さんのストーリーは一番重要なこの救いのために、神様が導かれた内容なのです。皆さんがいつもうまくいっていて成功し、社会的に上の立場に立つと子の救いを馬鹿にするとご存知だったので、その反対の方向に押し詰めていったのではないでしょうか。一番重要な救いを与えるために。よく覚えていてください。皆さんの人生を振り返ってみると、様々な問題があったでしょう。いろいろな辛さがあったでしょう。暗いトンネルがあったでしょう。それがお証しなのです。救いがどれほど重要であればそういうことも神様は許されたのでしょうか。だから、皆さんの人生を振り返って救いがどれほど重要なのかを改めて感じていただきたいと思います。
そして、聖書がかかれている目的も、こんな分厚い聖書、歴史の記録、様々な人によって書かれた者ですが、目的は一つです。救いを得させるために。だから、イエスがキリストだということを教え、信じてもらうために。それより重要なことはありません。他に気になること、気にすることなどがあれば全部カットしてください。それは救いが一番重要だということが、いまだ心底わかっていないから、他のものが大きく見えるからでしょう。救いが一番大きくなって今まで気になっていた様々な者が全部カットされてふるい落とされるようにならなければなりません。それを自由と言います。知恵と言います。何がそんなに気になるのでしょうか。何がそんなに心に引っかかるのでしょうか。救いが一番重要だということにいまだ気づいていないからではないでしょうか。家族のことで、健康のことで、皆さんの弱さのことで、子どものことで気になって、気になってしょうがないのでしょうか。それは全部、救いがどれほど重要なのかを教える教科書です。材料です。それほど救いは重要です。これが通じ合わないと神様と通じません。他にいらないのではないでしょうか。

そうならば、今週１週間、救いを中心ポイントにおいてください。救いが一番重要だという答えが出ていないので、皆さんの人生、心の中心ポイントに救いではなくて別のものが入っています。それを取り替えるのが神様のみこころです。今、辛いこと、大変なことがあるでしょうか。それは辛いからではありません。中心ポイントを取り替えてもらいたいという神様の導き、御声なのです。聞いてください。誰が悪い、これが悪いと思わないで、皆さんがクリスチャンにですから。救いを中心ポイントにおいて、皆さん自分自身を改めて見てください。自分が誰なのか。一番重要な救い、その救いの祝福に預かっている方ではないでしょうか。だから、皆さんのすべての滅びの過去はもう終わりました。何も気にしなくて結構です。
それから、皆さんは神様にとって、この地球において一番尊い存在です。皆さんは幸せなものです。救いを得ているのではないでしょうか。救いの祝福に預かっているのではないでしょうか。問題は救われたにもかかわらず、救いが中心に来ていません。この２０１４年が過ぎる前に救いを中心ポイントにおいて取り替えてください。それだけです。救いの他に気になるものが、なぜそんなにあるのでしょうか。それはとりあえずストップしておいて、救いを一番大きくしてそのあと気になっていたものを改めて見てください。まったく違うと思います。まず皆さんの過去を振り返って「なるほど。それでそうだったのだね」と整理しないといけません。何ものにも足を引っ張られることがないように。皆さんの過去は皆さんの足を止めるようなものは本当はありません。救いが中心ポイントになっていないので、それにいまだに影響されているのです。いまだに不幸だと思っているのです。いまだに悲しい過去だと思い込んでいるのです。それでいて自分はこのような存在で、こんなものだと勝手に決めつけているのです。そこを全部、断ち切ってください。救いを中心ポイントにおいて自分を再解釈してください。そうすると、過去から解放されて今現在は最高の祝福の人だという結論になるようになります。

それから、その救いと伝道を中心にして自分の人生を見て、これからの残りの生涯の方向性を皆さんの人生から正しくとるようにしてください。その辛かったこと、大変だった人生のストーリーが伝道のために必要なものなのです。その方向に向かって伝道の人生に生きてくださいという神様の配慮であることを覚えていてください。だから、救いと伝道を中心にすること、それが一番重要なのです。今朝、使徒の働きの聖書を見ました。初代教会が聖霊の働きに豊かに満たされているときに、アナニヤ、サッピラという夫婦が嘘をついて、財産を少し隠したことによってその場で死んでしまいました。なぜそのようになったのかいろいろ考えましたが、当時の教会の雰囲気は自分のものを自分のものだとだれも思っていませんでした。自分のものでも全部、売って、使徒たちの足元に持ってきた、必要に応じていろいろな人に配っていたと書いてあります。つまり、それは献金を促して皆が心を動かされて献金したということではありません。彼らはイエス・キリストを信じることによって、聖霊の恵みによって何が人生において一番重要なのかに気づいたのです。今までお金が一番で、何かが一番で、そのためにお金があってと思っていたのですが、救いと救いが宣べ伝えられる福音宣教が一番重要だということに皆、一致して恵まれていたので、そのためにささげますとなったのです。それに対して、何が重要なのかを知らないで、重職者の立場にいる人間が不信仰に走っていたのです。逆方向に。２部の礼拝でも申し上げますが、まるでエリコ城の前で12の偵察の人が不信仰の報告をしたことがどんな結果を招いてしまったのかということのお話ではないのか。つまり、何が一番重要なのかが分かっていないと、教会に通っていながらも、重職者でありながらも、余計な辛い思いをするようになるのです。そうしなくてもよいのに。それほど大切なのです。
今日から吟味して真剣に取り組んでみてください。自分にとって一番重要なのは何なのか。そこを救いに取り換えて、それを中心にして自分自身と周りとこの世と自分の過去と未来のことを再解釈して、改めて見つめ直していただきたいと思います。そうすると、希望にあふれるようになるでしょう。

(祈り)

　愛する天の父なる神様、ありがとうございます。今日も教会に集まり神様の御旨を聞かせてくださりありがとうございます。私たちは知らず知らず、ときには本能的に人生において何が重要なのかを勘違いして刻まれ刻印されているものです。神様の恵みによってイエス・キリストを信じ受け入れることになりました尊い神様の子どもでありますので、自分の心の内側から人生において一番重要なのが何なのかをしっかりと握って、そして、吟味して取り替えることによって、新しい世界が開かれ見えてくる祝福の主人公になるようにしてください。感謝して主イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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